

















































展開を認めるリーグル＝ニール法（Riegle-Neal Interstate Banking and Branching Efficiency 
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るドッド＝フランク ウォールストリート改革および消費者保護法（Dodd-Frank Wall Street 









返し（金融規制強化諸施策の見直し）の動きが起こっている（Bloomberg Businessweek, Dec. 
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（Calomiris and Haber［2014］p. 489）。この視座もまた、1節の（１）にて既に紹介したよう
にCalomiris［1993］（1933年銀行法の預金保険制度などにつき「ユニット・バンカー勢力の政
治的影響力」を論証せんとする）など、従前の諸論考に見られるものである。ただしFragile 
by Designの書においては“（rounds of）the Game of Bank Bargains”という語を用い、銀行
図表2
Fragile by Designが提示する政治レジームと銀行システムとの連関の諸類型














































　このようなA Capitalism for the Peopleの書は、Calomiris and Haber［2014］とは異なり、




















































ンカー勢力の終焉を書き留めることに充てられている。すなわち同書の“End of an Era: The 
















































出所： 1935年以降は連邦邦預金保険公社（FDIC）の“Historical Statistics on Banking”ウェブページ
（https://www2.fdic.gov/hsob/index.asp）中のCB01表*ならびにCB03表**のデータ、1930年まで
はFischer［1968］p. 31所載のデータにもとづき、筆者作成
　　　　　 * Number of Institutions, Branches and Total Offices
　　　　　** Number of Unit Institutions and Institutions with Branches







































　2） ①GSE（government-sponsored enterprises［政府関連企業体］；井村［2002］pp. 104-
107参照）なかでも連邦抵当金庫（Federal National Mortgage Association［ファニーメ
イ］）および連邦住宅貸付抵当金庫（Federal Home Loan Mortgage Corporation［フレ











































b）A Capitalism for the People：
既存大企業・大銀行の利益が優先される「縁故特権資本主義」が原因








てことわる本書は、そのChapter 4 “Crony Finance”において、1990年代後半以降に加速し

















































































　Fragile by DesignのChapter 8 “Regulatory Failure”およびChapter 15 “Reality”（終章）、
ならびに同書（p. 278）が参照を促すCalomiris et al.［2012］には、金融危機を受けたカロミ
リスらの政策提案が記されている（18）。筆者の上記疑問に関しては次のとおりである。































































































　なお、ラジャンの上記Fault Lines は、そのpp. 172-173において、規模の経済性、業務範囲
の経済性に関し「ある程度」存在する、と述べている。またジンガレスのA Capitalism for the 
Peopleに関しては、（繰り返しになるが）金融業組織自体の専門的分析の書ではなく、それら
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　本論で取り上げた3論者のうち、ジンガレスA Capitalism for the Peopleの書は、既に紹介
した、Chapter 4 “Crony Finance”において前記“regulatory capture”の状況を批判的に指摘



























































（2） Charles W. Calomirisの職位（所属）は、Calomiris［1993］の著者紹介欄によれば Associate Professor of 
Finance （University of Illinois）、またCalomiris and Haber［2014］によれば Henry Kaufman Professor 
of Finance （Columbia Business School）である。なお、後者の本の前書きやColumbia Business School
のウェブページ（https://www0.gsb.columbia.edu/faculty/ccalomiris/CalomirisBIO2009.pdf）には、







































The fact that banks in the wealthiest, most powerful country in the world competed on the ba-
sis of bizarre, almost laughable promotions and giveaways points to the amazing success of the 
populist-unit banker coalition.（Calomiris and Haber［2014］p. 194）






 AMERICANS ARE ANGRY. THEY ARE ANGRY AT BANKERS, who contributed to the financial 
crisis but didn’t pay for it. They are angry at the ineffectual political establishment, which blamed the 
bankers but deserved at least as much blame for failing to rein them in.”（Zingales［2012］p. ⅸ、大
文字原文のまま）





 Small business: 71%　 Church / Synagogue: 63%　 Obama Administration: 45%　 Hollywood: 33%
 Mainstream media: 31%　 ［major］Corporations: 25%　 Congress: 24%　 Banks: 22%
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手金融機関に対する“Too Big to Fail”特例救済措置（注5参照）への鋭い批判者であり続けたなどの
「功績」で、コミュニティ銀行の業界団体Independent Community Bankers of America （ICBA）から





























 ＊“Too Big to Fail”特例救済措置の終結
 ＊銀行に効果的なリスク管理と適切な自己資本保持とを義務付け
 ＊ 大手銀行間の一層の競争を促進（→ 営業基盤およびリスク・収益性バランスの良い銀行が存続［pp. 
275-277］）
 　またCalomiris et al.［2012］pp. 50-56には、今般の金融危機の教訓が以下11の項目にまとめられて
いる。
  1． 持ち家推進政策と随伴する種々のかたちの政府補助金の弊害
  2． 過度かつ長期の金融緩和政策の問題
  3． 自己資本・信用リスク管理を中心に銀行監督が弛緩し、また投資銀行に対するモニタリングは機
能していなかった
  4． 金融規制は容易に潜り抜けられる（オフ・バランスシート取引、SPV［特殊目的事業体］取引が
その明白な事例［筆者補足：Frame and White［2014］などは“regulatory capital arbitrage”と
呼称］）
  5． 金融機関役職員の報酬算定方式はリスクを冒すことを制御するものではなかった
  6． 政府の緊急支援プログラムの規模抑制と透明性の確保が必要
  7． 規制当局による銀行持株会社や投資銀行組織の解体は困難（ドッド＝フランク法の「生前遺言
（living will）」の仕組も実際に機能するかどうかは不明）
  8． リーマン・ブラザーズやAIGのような巨大・複合・多国籍の金融機関の解体は一層困難





（19）たとえば、Johnson and Kwak［2010］p. 211の反駁を招いたCalomiris［2009b］の大手銀行の存在
価値を擁護する議論を参照。
（20）たとえば、Calomiris and White［1994］における、Friedman and Schwartz［1963］pp. 421-429近
辺（1933年銀行休業令周辺の銀行危機の様相）の引用など。だだし本注の直後の本文にて引用したpp. 
420-421のくだり（上記引用例の箇所と同じChapter 8 “New Deal Changes”の中）に関しては、管
見するかぎりカロミリスの言及例はない。
（21）そのような考察は、そもそも従来の「経済性」の議論の枠組に収まらないかも知れない。たとえば、
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